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はじめに


　読売新聞社が主催する「全国小・中学校作文コンクール」は、皆様のご支援により、66回の歴史を重ねることができました。
　本コンクールは、戦後の復興途上にあった１９５１年（昭和26年）、子どもたちの考え方やものの見方、感じたことを文章で表現してもらうことを目的に創設されました。テーマや枚数に制限を設けず、自由に書いてもらうことを特徴に、今回も国内外から３万１８４１編の応募がありました。これほど多くの作品をお寄せいただいたことに感謝申し上げます。
　各都道府県と海外部門に分けての審査、さらに２度にわたる中央審査を経て、文部科学大臣賞をはじめ各部門の優秀作品を決定いたしました。この作品集に収められたどの作品からも、作者のひたむきな思いが伝わってきます。今年の作品は、身近な出来事から、オバマ米大統領の広島訪問や熊本地震などニュースで大きく取り上げられた題材まで、幅広いテーマから数多くの作品が寄せられました。
　自分の体験や思いを、自分だけの言葉で書き残しておくことは、小、中学生の皆さんにとって、きっと「宝物」になることでしょう。本コンクールの応募者が、今後も、書きたいという気持ち、伝えたいという気持ちを持ち続け、新たなテーマに挑戦していくことを願っています。読売新聞社は、紙面と紙書籍版、電子書籍版での作品集で、多くの方に受賞者の力作を読んでいただきたいと考えております。
　最後になりましたが、数多くの作品を慎重に審議していただいた審査委員の先生方、ご支援いただいた文部科学省と各都道府県教育委員会、ご協賛いただいた東日本旅客鉄道株式会社、東海旅客鉄道株式会社、西日本旅客鉄道株式会社、イーブックイニシアティブジャパン、ご協力いただいた三菱鉛筆の各位に厚く御礼申し上げます。

　　　　２０１７年３月
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小学校低学年の部



キャンプ
滋賀県・草津市立笠縫東小学校　二年　　　　　
梅影　宥芽
「ゆめちゃん、まっくろになったなぁ！。」
　おぼん休みがすぎると、たくさんの人からこう言われました。今年の夏休みは、お天気がよかったので、わたしの体はまっくろになっていました。
　夏休みに体けんしたことで、一ばんたのしかったことは、キャンプです。
　一日目、テントやおとまりセットなど、たくさんのにもつを車につみました。くつき村オートキャンプじょうまでは、一時間ぐらいかかりました。
　とうちゃくご、テントとタープをはりました。わたしも、いっしょにはこんだり、ペグうちを手つだいました。テントに、しちゅうをつけることがたのしかったです。
　あつい中、じゅんびをしたので、あせだくになりました。
　そこで、近くのおんせんにいきました。おんせんには、水ぶろがありました。体がべたべたしていたので、水ぶろはさいこうに気もちよかったです。しかも、いっぱいつかれたので、たのしかったです。
　キャンプじょうにもどり、夕ごはんをたべました。一日目は、おかあさんがつくってくれたカレーです。かぞくといっしょに、たのしくたべれて、すごくおいしかったです。
　よるは、テントの中で、気もちよくねることができました。
　二日目は、カヌーをしにいきました。
　カヌーは三人のりでした。わたしとおかあさんは、右がわをこぎました。おとうさんが左がわをこぎました。おとうさんの力がつよいので、まっすぐすすみませんでした。ヨシの木にぶつかることもありました。
　ジャングルみたいなところもありました。大きなカメやあめんぼう、とんぼがたくさんいました。
「ゆめ、空めっちゃきれいやで。」
と言いながら、おかあさんはこぐのを休むので、
「はよこいでよー。」
と言って、ひっしに、おかあさんのぶんまでこぎました。
　こぐのはたいへんで、すごく手がいたくなりました。けれど、たのしかったので、またやりたいです。よるは、キャンプでともだちになったひなたちゃんと、花火をしました。うち上げ花火が、花火大会の花火のように、きれいにみえてたのしかったです。
　三日目は、グランドゴルフをしました。
　しばふには、ものすごく大きなバッタが、たくさんいました。
　ぼうしをつかって、いっぱいつかまえることができました。でも、かごをもっていなかったので、わたしは
「どうやってもってかえろう？。」
と言いました。すると、おじいちゃんが、
「ここへ入れてかえりい。」
と言って、ペットボトルが入ってたふくろをかしてくれました。
　バッタが、うじょうじょうごいてるふくろをもってかえると、おばあちゃんが、
「ふくろの中で、うんちしてるやん。」
と言って、おこっていました。
　でも、グランドゴルフも上手になったし、バッタもたくさんとれたので、たのしかったです。
　キャンプさいしゅう日は、かたづけです。
　テントをかたづけたのが一ばんたいへんでした。ペグを一つ一つあらうのもたいへんでした。
　かたづけをしながらわたしは、くだものゼリーをつくりました。なかなかかたまらないので、川にひやしにいきました。ひやしてる間、川でおよぐれんしゅうもして、たのしかったです。
　かたづけがぜんぶおわったので、みんなでゼリーをたべました。よくひえていて、すごくおいしかったです。
　またキャンプにいきたいです。

（指導：大林赳彦教諭）







わすれないでほしいこと、わすれたくないこと


京都府・立命館小学校　三年　　　　　


伊藤　むく


「おばあちゃんこんにちは。私だれかわかる？」
　これは、私の足いたいおばあちゃんにするいつものあいさつです。足いたいおばあちゃんと言うのは、私の大おばあちゃんのことで、どうして「足いたいおばあちゃん」とよぶ？と言うと、足いたいおばあちゃんは、私が赤ちゃんのころから病気をして、歩けなくてねたきりだからです。私が大さかに住んでいた時から知ほう病といって、だんだん記おくをなくしていくさびしい病気にかかっています。
「おばあちゃんこんにちは。私だれかわかる？」
と昨日も聞きました。足いたいおばあちゃんは、しわしわの顔で目だけ動かして私を見ました。そしてかたを首のところまで上げて息をすって
「わからない」
と言いました。
　私が一番に聞いてその後お兄ちゃんとお母さんも同じように聞きました。
「おばあちゃんこんにちは。ぼくやでだれかわかる？」
とお兄ちゃんが聞くと、またかたを首のところまで上げて
「しゅうちゃん」
と言いました。お兄ちゃんのことがわかりました。お兄ちゃんはとてもうれしそうでした。その次にお母さんが
「おばあちゃんわかる？」
と聞きました。でも足いたいおばあちゃんは
「わからない」
と言いました。お父さんのこともわかりませんでした。お兄ちゃんのことだけわかって、お兄ちゃんがうれしそうにしているのを見てちょっとだけ心の中でずるいと思いました。足いたいおばあちゃんは、今は自分からはしゃべりません。お母さんが、
「どこかいたい？どこしんどい？外暑いで。今な、夏休みやでまだ宿題いっぱいのこってなー、早よしいって言うたってよー。」
と、いろいろ話していました。でも足いたいおばあちゃんは、何もしゃべりませんでした。足いたいおばあちゃんは、どんどん元気がなくなっていって２年のときの夏休みに会いにいったときは、おばあちゃんが足いたいおばあちゃんの横で、「かわちおんど」を歌ってみたら、足いたいおばあちゃんも一しょに歌いました。そしておばあちゃんも、お母さんもお兄ちゃんもいとこのお姉ちゃんも私もみんなで手をたたいて、足いたいおばあちゃんの歌を聞いて、おばあちゃんおどり出しました。みんな大わらいして、手をたたきました。お母さんがスマホの動画で、みんなをとりました。お母さんのスマホに、足いたいおばあちゃんの歌っているのとみんなの大わらいしているのが入っています。いつも足いたいおばあちゃんのところに行く時は、お母さんはみんなと足いたいおばあちゃんの写真をとるけど昨日はとりませんでした。なんでかと言うと、もう足いたいおばあちゃんがかわいそうと、おばあちゃんが言ったからです。
私はお兄ちゃんと足いたいおばあちゃんの手をさわりました。血かんがすごくすき通っていて、何本も見えていました。この前ひらぱーのプールに行ってすごく私はやけているから足いたいおばあちゃんの手は、まっ白に見えました。しわしわのしわしわでかわがいっぱいでした。
足いたいおばあちゃんはもう歌は歌えないけど歌ったことやみんな大わらいしたことや、おばあちゃんがおどったこととかお兄ちゃんの名前や私のこと言えなくていいからわすれないでほしいです。
夏休みはまだのこっているから宿題がいっぱいあって、まだのこっているから、いやだなーと思うけど、足いたいおばあちゃんにお母さんがまだまだあるっていってしまったから、がんばって早く全部やりたいです。私は足いたいおばあちゃんのところにまたいきます。



（指導：永橋和行教諭）
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